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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第75期
第３四半期
累計期間

第76期
第３四半期
累計期間

第75期
第３四半期
会計期間

第76期
第３四半期
会計期間

第75期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    10月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 3,384,7283,098,8011,218,253984,6334,642,523

経常利益又は経常損失
(△)

(千円) 47,408 27,510 18,660 △22,187 69,435

四半期(当期)純利益又
は四半期純損失(△)

(千円) 31,194 27,888 15,976 △26,483 51,268

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) ― ― 1,000,0001,000,0001,000,000

発行済株式総数 (株) ― ― 19,167,71519,167,71519,167,715

純資産額 (千円) ― ― 1,888,7901,924,0481,900,993

総資産額 (千円) ― ― 5,531,4225,262,6285,516,347

１株当たり純資産額 (円) ― ― 101.05 102.96 101.71

１株当たり四半期
(当期)純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) 1.67 1.49 0.85 △1.42 2.74

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 34.1 36.6 34.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 144,599 296,169 ― ― 210,736

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △68,709 △85,738 ― ― △105,648

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △56,948△123,408 ― ― △87,006

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 344,477 430,640 343,617

従業員数 (名) ― ― 155 154 152

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また第76期第３

四半期会計期間は、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

関係会社はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 154　　(46)

(注)　　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は( )内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期会計期間における生産実績を事業別に示すと、次のとおりであります。
　

事業別 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

衛生機器事業 526,717 △27.2

合計 526,717 △27.2

(注) １　金額は、製造原価によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 商品仕入実績

当第３四半期会計期間における商品仕入実績を事業別に示すと、次のとおりであります。
　

事業別 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

衛生機器事業 273,503 ＋4.4

合計 273,503 ＋4.4

(注) １　金額は、仕入原価によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 受注状況

当社は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

　

(4) 販売実績

当第３四半期会計期間における販売実績を事業別に示すと、次のとおりであります。
　

事業別 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

衛生機器事業 984,633 △18.8

建材事業 － △100.0

合計 984,633 △19.2

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

　

相手先

前第３四半期会計期間 当第３四半期会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

タカラスタンダード㈱ 148,965 12.2 156,886 15.9

ナスラック㈱ 146,153 12.0 114,674 11.7

㈱ハウステック ― ― 102,799 10.4

(注)　㈱ハウステックの前第３四半期会計期間については、当該割合が100分の10未満のため記載を省略して
おります。

　
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又

は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融・経済危機により企業業績や雇用環境は依
然として厳しく、個人消費が低迷するなど、先行き不透明感がより一層強まる状況となりました。
当社関連業界におきましては、新設住宅着工戸数が依然として前年同四半期を大幅に下回る水準で推移
する中、景気の二番底懸念も増しており、非常に厳しい市場環境で推移いたしました。
こうした状況の中、オート洗浄とオート開閉機能を搭載した省エネ便座をプラスアルファした「イー
フィットクリンアルファ」「ココクリンアルファ」に代表されるフロントスリムトイレに、簡単リフォー
ム対応の「バリュークリン」を加え、商品ラインナップの充実を図るともに、より一層の売上増加に注力し
てまいりました。また奥行きコンパクトな化粧台「リフレスタンド」を発売し、リフォーム市場への拡販に
努めてまいりました。コスト管理におきましては、全社横断のコスト削減活動「シェイプアップ76」を強化
し、生産部門で製造原価低減をさらに推進し、営業・開発・管理部門でもコスト圧縮に努めてまいりまし
た。
その結果、当第３四半期会計期間の売上高は、984百万円と前年同四半期と比べ233百万円(19.2%)減少い
たしました。利益面につきましては、営業損益は、20百万円の損失と前年同四半期と比べ43百万円の減少、経
常損益は、22百万円の損失と前年同四半期と比べ40百万円の減少、四半期純損益は、26百万円の損失と前年
同四半期と比べ42百万円の減少となり、いずれも損失となりました。
　

(2) 財政状態の分析

(資産)
流動資産は、第２四半期会計期間末に比べて、微増し2,087百万円となりました。これは主として、た
な卸資産の増加59百万円、現金及び預金の減少36百万円と受取手形及び売掛金の減少16百万円による
ものであります。
固定資産は、第２四半期会計期間末に比べて、43百万円減少して3,174百万円となりました。これは主
として、有形固定資産の減少35百万円によるものであります。
この結果、総資産は当第２四半期会計期間末に比べて、42百万円減少して5,262百万円となりました。

(負債)
流動負債は、第２四半期会計期間末に比べて、16百万円増加して1,578百万円となりました。これは主
として、支払手形及び買掛金の増加57百万円と賞与引当金の減少37百万円によるものであります。
固定負債は、第２四半期会計期間末に比べて、28百万円減少して1,760百万円となりました。これは主
として、長期借入金の減少29百万円によるものであります。
この結果、負債合計は第２四半期会計期間末に比べて、11百万円減少して3,338百万円となりました。

(純資産)
純資産は、第２四半期会計期間末に比べて、30百万円減少して1,924百万円となりました。これは主に
利益剰余金の減少26百万円によるものであり、自己資本比率は36.6%となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、第２四半期会計期間
末に比べ36百万円減少(前年同四半期は46百万円の増加)し、430百万円となりました。
(営業活動によるキャッシュ・フロー)
当第３四半期会計期間における営業活動による資金の増加は、33百万円(前年同四半期は78百万円の
増加)となりました。これは主として、仕入債務の増加57百万円と減価償却費51百万円による資金の増
加と、たな卸資産の増加59百万円と賞与引当金の減少37百万円による資金の減少によるものでありま
す。
(投資活動によるキャッシュ・フロー)
当第３四半期会計期間における投資活動による資金の減少は、20百万円(前年同四半期は25百万円の
減少)となりました。これは主として、有形固定資産の取得によるものであります。
(財務活動によるキャッシュ・フロー)
当第３四半期会計期間における財務活動による資金の減少は、50百万円(前年同四半期は６百万円の
減少)となりました。これは主として、長期借入金の返済29百万円と短期借入金の返済20百万円による
資金の減少によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに
生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期会計期間における研究開発活動の金額は、29百万円であります。
なお、当第３四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 73,000,000

計 73,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,167,71519,167,715
名古屋証券取引所
(市場第二部)

株主としての権利内容に制限
のない、標準となる株式であ
り、単元株式数は1,000株であ
ります。

計 19,167,71519,167,715― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年12月31日 ― 19,167,715― 1,000,000― 250,000

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。

　

EDINET提出書類

ジャニス工業株式会社(E01177)

四半期報告書

 8/24



(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成21年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　　479,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 18,583,00018,583 ―

単元未満株式 普通株式　　105,715 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 19,167,715 ― ―

総株主の議決権 ― 18,583 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式272株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ジャニス工業株式会社

愛知県常滑市唐崎町
２丁目88番地

479,000― 479,000 2.49

計 ― 479,000― 479,000 2.49

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

　
10月

　
11月

　
12月

最高(円) 50 65 65 59 61 60 72 71 72

最低(円) 39 49 52 50 53 54 53 64 55

(注)　最高・最低株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間

(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期

会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期累計期間(平成21年４月１日か

ら平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間(平成20年10月１日か

ら平成20年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)に係

る四半期財務諸表について、また、当第３四半期会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及

び当第３四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期財務諸表について、

あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３  四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 430,640 343,617

受取手形及び売掛金 ※4
 1,074,134 1,328,041

製品 451,449 440,635

仕掛品 46,303 50,959

原材料及び貯蔵品 71,539 70,022

前渡金 2,874 34,282

前払費用 5,333 8,917

その他 13,682 9,088

貸倒引当金 △8,071 △2,060

流動資産合計 2,087,888 2,283,503

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 360,483

※1
 374,407

構築物（純額） ※1
 33,171

※1
 33,286

機械及び装置（純額） ※1
 324,036

※1
 367,855

車両運搬具（純額） ※1
 307

※1
 391

工具、器具及び備品（純額） ※1
 56,822

※1
 47,318

土地 2,103,628 2,102,238

建設仮勘定 11,727 18,531

有形固定資産合計 2,890,178 2,944,029

投資その他の資産

投資有価証券 50,139 53,873

出資金 120 120

長期貸付金 － 114

破産更生債権等 14,170 －

長期前払費用 1,706 －

差入保証金 38,933 39,737

投資不動産（純額） ※2
 174,462

※2
 175,568

その他 40,700 43,800

貸倒引当金 △35,670 △24,400

投資その他の資産合計 284,562 288,814

固定資産合計 3,174,740 3,232,843

資産合計 5,262,628 5,516,347
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※4
 613,414 710,097

短期借入金 380,000 570,000

1年内返済予定の長期借入金 419,952 420,072

1年内償還予定の社債 20,000 －

未払金 36,428 34,609

未払費用 28,546 37,645

未払法人税等 7,055 12,255

未払消費税等 13,176 19,974

前受金 4,079 4,079

預り金 18,972 3,946

設備関係支払手形 21,569 15,589

賞与引当金 14,917 52,209

その他 9 －

流動負債合計 1,578,120 1,880,479

固定負債

社債 80,000 －

長期借入金 539,610 569,964

繰延税金負債 1,043 940

再評価に係る繰延税金負債 696,849 696,849

退職給付引当金 240,119 242,775

役員退職慰労引当金 － 60,661

長期未払金 41,410 －

長期預り保証金 161,426 163,683

固定負債合計 1,760,459 1,734,874

負債合計 3,338,580 3,615,354

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金

資本準備金 250,000 250,000

その他資本剰余金 218,339 218,339

資本剰余金合計 468,339 468,339

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △536,765 △564,654

利益剰余金合計 △536,765 △564,654

自己株式 △34,768 △34,573

株主資本合計 896,805 869,111

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 19,325 23,964

土地再評価差額金 1,007,917 1,007,917

評価・換算差額等合計 1,027,242 1,031,881

純資産合計 1,924,048 1,900,993

負債純資産合計 5,262,628 5,516,347
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 3,384,728 3,098,801

売上原価 2,634,450 2,348,888

売上総利益 750,277 749,913

販売費及び一般管理費 ※
 692,951

※
 714,945

営業利益 57,325 34,967

営業外収益

受取利息 7 12

受取配当金 1,633 1,080

受取賃貸料 35,803 35,666

受取補償金 6,504 3,158

その他 1,863 6,700

営業外収益合計 45,813 46,618

営業外費用

支払利息 32,373 27,872

売上割引 8,106 10,530

租税公課 7,571 7,248

その他 7,678 8,424

営業外費用合計 55,730 54,075

経常利益 47,408 27,510

特別利益

固定資産売却益 148 100

投資有価証券売却益 631 －

役員退職慰労引当金戻入額 － 12,100

その他 17 48

特別利益合計 798 12,248

特別損失

固定資産除売却損 11,711 4,592

災害による損失 － 1,923

特別損失合計 11,711 6,516

税引前四半期純利益 36,494 33,243

法人税、住民税及び事業税 5,300 5,354

法人税等合計 5,300 5,354

四半期純利益 31,194 27,888
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 1,218,253 984,633

売上原価 951,749 750,535

売上総利益 266,503 234,097

販売費及び一般管理費 ※
 244,466

※
 255,071

営業利益又は営業損失（△） 22,037 △20,974

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 719 552

受取賃貸料 11,936 11,901

受取補償金 2,798 896

その他 298 2,790

営業外収益合計 15,753 16,141

営業外費用

支払利息 10,875 8,592

売上割引 3,100 3,934

租税公課 2,523 2,416

その他 2,631 2,412

営業外費用合計 19,131 17,354

経常利益又は経常損失（△） 18,660 △22,187

特別利益

その他 13 －

特別利益合計 13 －

特別損失

固定資産除売却損 931 565

災害による損失 － 1,923

特別損失合計 931 2,488

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 17,742 △24,676

法人税、住民税及び事業税 1,766 1,807

法人税等合計 1,766 1,807

四半期純利益又は四半期純損失（△） 15,976 △26,483
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 36,494 33,243

減価償却費 143,033 135,144

貸倒引当金の増減額（△は減少） △331 17,281

賞与引当金の増減額（△は減少） △26,947 △37,292

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,359 △2,656

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,448 △60,661

受取利息及び受取配当金 △1,640 △1,093

受取賃貸料 △35,803 △35,666

支払利息 32,373 27,872

固定資産除売却損益（△は益） 11,562 4,492

投資有価証券売却損益（△は益） △631 －

長期未払金の増減額（△は減少） － 41,410

売上債権の増減額（△は増加） 15,803 239,735

たな卸資産の増減額（△は増加） △61,730 △7,676

仕入債務の増減額（△は減少） 64,553 △96,683

その他 △34,255 35,718

小計 146,568 293,169

利息及び配当金の受取額 1,640 1,093

賃貸料の受取額 35,803 35,666

利息の支払額 △32,373 △26,693

法人税等の支払額 △7,040 △7,067

営業活動によるキャッシュ・フロー 144,599 296,169

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の売却による収入 873 －

有形固定資産の取得による支出 △71,583 △85,540

有形固定資産の売却による収入 148 －

その他 1,851 △197

投資活動によるキャッシュ・フロー △68,709 △85,738

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △80,000 △190,000

長期借入れによる収入 100,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △76,726 △130,474

社債の発行による収入 － 97,260

自己株式の取得による支出 △222 △194

財務活動によるキャッシュ・フロー △56,948 △123,408

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 18,940 87,022

現金及び現金同等物の期首残高 325,536 343,617

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 344,477

※
 430,640
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定しております。

２　たな卸資産の評価方法

当第３四半期会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、第２四半期会計期間末の実地た

な卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

　また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第３四半期累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

法人税等の算定方法

　当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【追加情報】

　
当第３四半期累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

役員退職慰労引当金

役員退職慰労金制度の廃止

　当社は、平成21年４月27日開催の取締役会において、平成21年６月26日開催の定時株主総会終結の時をもって、役

員退職慰労金制度を廃止することを決議し、同株主総会決議により、当社における一定の基準に従い相当額の範囲

内で、当社業績を勘案した減額措置を考慮のうえ、退任時に退職慰労金を打切り支給することを決定いたしまし

た。なお減額措置12,100千円により、特別利益として12,100千円を計上しております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　3,884,724千円

 
※２　投資不動産の減価償却累計額　　　 75,056千円
 
　３　　　　　　―――――――――
 
※４　四半期末日満期手形

四半期会計期間末日満期手形の会計処理につい
ては、手形交換日をもって決済処理しておりま
す。
なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休
日であったため、次の四半期会計期間末日満期手
形が、四半期会計期間末残高に含まれておりま
す。
受取手形　　　　　　　　　　　　 24,696千円
支払手形　　　　　　　　　　　　 58,049千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額　3,790,365千円

 
※２　投資不動産の減価償却累計額　　   73,536千円
 
　３　受取手形割引高　　　　　　　　　160,893千円
 
　４　　　　　　―――――――――
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(四半期損益計算書関係)

第３四半期累計期間

　
前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年12月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　(1) 販売費
　　　荷造発送費　　　　　　　　　　　129,201千円
　　　給料及び諸手当　　　　　　　　　207,286千円
　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　  5,394千円
　　　退職給付費用　　　　　　　　　　 23,027千円
　　　賃借料　　　　　　　　　　　　　 39,682千円
　　　減価償却費　　　　　　　　　　　　5,469千円
　　　旅費交通費　　　　　　　　　　　 34,517千円
　　　外注人件費　　　　　　　　　　　 15,999千円
　　　貸倒引当金繰入額　　　　　　　　    343千円
 
　(2) 一般管理費
　　　給料及び諸手当　　　　　　　　　 28,232千円
　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　　  470千円
　　　役員報酬　　　　　　　　　　　　 25,603千円
　　　退職給付費用　　　　　　　　　　　1,188千円
　　　役員退職慰労引当金繰入額　　　　　8,448千円
　　　賃借料　　　　　　　　　　　　　　7,484千円
　　　減価償却費　　　　　　　　　　　　1,556千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　(1) 販売費
　　　荷造発送費　　　　　　　　　　　129,221千円
　　　給料及び諸手当　　　　　　　　　196,028千円
　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　  5,526千円
　　　退職給付費用　　　　　　　　　　 21,285千円
　　　賃借料　　　　　　　　　　　　　 37,136千円
　　　減価償却費　　　　　　　　　　　　4,936千円
　　　旅費交通費　　　　　　　　　　　 32,941千円
　　　外注人件費　　　　　　　　　　　 11,649千円
　　　貸倒引当金繰入額　　　　　　　　 20,502千円
 
　(2) 一般管理費
　　　給料及び諸手当　　　　　　　　　 30,616千円
　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　　  842千円
　　　役員報酬　　　　　　　　　　　　 43,410千円
　　　退職給付費用　　　　　　　　　　　2,194千円
　　　役員退職慰労引当金繰入額　　　　　2,840千円
　　　賃借料　　　　　　　　　　　　　　7,465千円
　　　減価償却費　　　　　　　　　　　　2,705千円

　

第３四半期会計期間

　
前第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日 
  至　平成21年12月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　(1) 販売費
　　　荷造発送費　　　　　　　　　　　 50,933千円
　　　給料及び諸手当　　　　　　　　　 67,538千円
　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　  5,394千円
　　　退職給付費用　　　　　　　　　　　7,879千円
　　　賃借料　　　　　　　　　　　　　 13,457千円
　　　減価償却費　　　　　　　　　　　　1,786千円
　　　旅費交通費　　　　　　　　　　　 11,471千円
　　　外注人件費　　　　　　　　　　　　5,934千円
　　　貸倒引当金繰入額　　　　　　　　     57千円
 
　(2) 一般管理費
　　　給料及び諸手当　　　　　　　　　　7,725千円
　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　　  470千円
　　　役員報酬　　　　　　　　　　　　　8,401千円
　　　退職給付費用　　　　　　　　　　　　324千円
　　　役員退職慰労引当金繰入額　　　　　2,812千円
　　　賃借料　　　　　　　　　　　　　　2,345千円
　　　減価償却費　　　　　　　　　　　　　518千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　(1) 販売費
　　　荷造発送費　　　　　　　　　　　 42,960千円
　　　給料及び諸手当　　　　　　　　　 62,704千円
　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　  5,526千円
　　　退職給付費用　　　　　　　　　　　6,905千円
　　　賃借料　　　　　　　　　　　　　 12,651千円
　　　減価償却費　　　　　　　　　　　　1,677千円
　　　旅費交通費　　　　　　　　　　　 10,613千円
　　　外注人件費　　　　　　　　　　　　3,297千円
　　　貸倒引当金繰入額　　　　　　　　 18,043千円
 
　(2) 一般管理費
　　　給料及び諸手当　　　　　　　　　  9,630千円
　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　　  842千円
　　　役員報酬　　　　　　　　　　　　 15,900千円
　　　退職給付費用　　　　　　　　　　　　764千円
　　　賃借料　　　　　　　　　　　　　　2,320千円
　　　減価償却費　　　　　　　　　　　  1,008千円
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　(平成20年12月31日現在)

現金及び預金 344,477千円

現金及び現金同等物 344,477千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　(平成21年12月31日現在)

現金及び預金 430,640千円

現金及び現金同等物 430,640千円

　

(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21

年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 19,167,715

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 480,196

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 102.96円
　

　 　

　 101.71円
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期累計期間

　
前第３四半期累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 1.67円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純利益金額 1.49円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注)　1. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

2. １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 31,194 27,888

普通株式に係る四半期純利益(千円) 31,194 27,888

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 18,692,906 18,688,823

　

第３四半期会計期間

　
前第３四半期会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 0.85円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純損失金額(△) △1.42円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注)　1. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第３四半期会計期間は、潜在株式が存在しないた

め、また当第３四半期会計期間は、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

2. １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益又は四半期純
損失(△)(千円)

15,976 △26,483

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
(△)(千円)

15,976 △26,483

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 18,691,700 18,687,981
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

ジャニス工業株式会社

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    安    藤    泰    行    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    中    谷    敏    久    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐 久 間    清    光    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジャ

ニス工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第75期事業年度の第３四半期会計期間

(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年12

月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ジャニス工業株式会社の平成20年12月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

追記情報

継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は当第３四半期累計期間において営業利益を

計上したものの、前事業年度まで継続的に営業損失を計上している状況にあり、継続企業の前提に関する重要

な疑義が存在している。当該状況に対する経営者の対応等は当該注記に記載されている。四半期財務諸表は継

続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期財務諸表には反映していない。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月10日

ジャニス工業株式会社

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    安    藤    泰    行    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    中    谷    敏    久    印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジャ

ニス工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第76期事業年度の第３四半期会計期間

(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年12

月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ジャニス工業株式会社の平成21年12月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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